
不思議な水銀の話
翼を持った悪戯元素の秘密

不思議な水銀の世界にようこそ
　一度水銀の不思議な世界に足を踏み入れると、その広がりに驚かされます。古く
占星術や錬金術などの思想が確立されるにつれて、金属－星－神－暦が同一視されて
いきました。古代から知られていた七金属（金、銀、鉄、銅、錫、水銀、鉛）に七つの
星（太陽、月、火星、金星、木星、水星、土星）を対応させると、水銀は水星とつながり、
ローマ神話のメルクリウス（ギリシャ神話ではヘルメス）とも同一視されます。太陽系
の最内周惑星で、その動きが速い水星は、神々の使いで俊足の神メルクリウス、
さらに金属なのに液体で自由自在に動き回る水銀と似ていると考えられたのでしょう。
　メルクリウスは、美術では、伝令杖を持ち、翼の生えた帽子をかぶったり、翼の生えた
サンダルを履いている姿で描かれます。日本橋三越の屋根に、この姿で輝いている
銅像があるので、お気づきの方もいるかもしれません。そう、メルクリウスは商いの
神なのです。また、泥棒、旅人の神でもあるそうです。変幻自在、善悪共に通じた多才
な姿は、水銀の秘密にも通じるものがあります。
　私たちは、銀色に輝く液体（金属水銀）と朱肉の朱（硫化水銀）という全く違う姿で
水銀を目にします。天然に産する辰砂（しんしゃ；硫化第二水銀）は、その赤い色が
生命の源泉となる血の色とも似ていたため、人類はその色を尊び、それを用いて壁画
を描いたり、土器に塗ったりしたのが、水銀の最も古い用途だったと考えられてい
ます。すでに火を手にしていた人類は、やがて辰砂を強熱することで金属水銀を得る
ことができました。金属水銀は、加熱を続けると赤い酸化水銀になり、さらに加熱する
とまた金属水銀に戻るそうです。このように、赤－銀－赤－銀と変化し続ける水銀は、
生命の生まれ変わりにも見立てられました。
　古今東西、変化に富む水銀は、私たちに様々な姿を見せてくれましたが、2013年に
人類は、重要な決断をしました。この翼を持った悪戯元素を、人智の檻の中に閉じ込め
ようという試みです。今ごろ、空の上でメルクリウスは、どんな気持ちで私たちの試みを
ながめているのでしょう。彼にするりと身をかわされないよう、私たちは、水銀に関する
知識を身に着けていかなければなりません。
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